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                      令和 6 年度数学・数理解析専攻 

専攻主任 池⽥保 
 
専攻主任の池田です。みなさん、本日は修士修了誠におめでとうございます。 

みなさんが修士課程の間研究に打ち込み、修士論文も完成させてこの日を迎え

られたことを、心よりお祝い申し上げます。また、これまでみなさんを支えてこ

られたご家族や指導教員の先生方、事務室のスタッフの方々、友人の皆様にも敬

意を表したいと思います。 

わたしの専門は整数論の保型形式という分野ですが、その研究には代数学、関

数論、特殊関数など様々な知識が必要となります。みなさんも修士課程の間に自

分の専門分野の研究を通じてさまざまな数学の側面に触れる体験をされたもの

と思います。このようなさまざまな分野の有機的なつながりが現代数学の大き

な特徴であると思います。また、数学は、抽象的な世界の探求でありながら、現

実社会とも深く結びついています。数理モデルは経済や物理、情報科学など多く

の分野で応用され、近年では AI や暗号理論の発展にも貢献しています。みなさ

んが培った論理的思考力と問題解決能力は、どの分野においても大いに役立つ

ことと思います。 

私自身は修士論文は保型的 L 関数の関数等式について書いたのですが、とて

も苦労した記憶があります。今までで一番頑張って書いた論文なんじゃないか

な。みなさんも修士論文を完成するには苦労された方が多いと思います。おつか

れさまでした。 

今日、みなさんは新たな旅立ちの時を迎えました。みなさんの中には博士課程

に進まれる方、企業に就職される方、教員になられる方などいろいろな道に進ま

れる方がいると思います。どのような道に進むとしてもみなさんが大学院で学

び、文献を読みときには自分で考えて学んだ体験が役に立つことを願っていま

す。 

最後に、みなさんがそれぞれの道で今後もますます活躍されることを心より

祈っています。本日は誠におめでとうございました。 

 

ユニットとして行なってきた事業を、2024年度以降は理学研究科数学・数理解析専攻
を主体とした部局横断協力体制のもとスーパーグローバルコースとして継続すること
となりました。自走化におきましては、前川泰則数学・数理科学コースコーディネー
ター、加藤毅スーパーグローバルコース長にご尽力いただきました。数学・数理科学
イノベーション人材育成強化コースでは「数理人材強化プログラム（展開）」「数理人
材強化プログラム（国際）」を設け、必要な修了要件を満たした学生に総長名の修了認
定書が授与されます。MACS教育プログラムは、平成 28年度から始まった概算要求に
よる研究科内プロジェクトです。数理を基盤とした理学 5分野を横断する融合研究を
促進し、新たな学問分野の自発的創出を促すことと、それに対応できる優れた若手研
究者を育成することを目的としています。理学研究科の複数の専攻と教員と学生から
なるスタディグループが組織され、分野横断型教育・研究が行なわれています。2024

年度のスタディグループは 13件で、数学・数理解析専攻の教員が 9件の企画に関与し
ました。
続いて、受賞についてです。劉逸侃准教授が、EAIP Young Scientist Award 2024

(The Eurasian Association on Inverse Problems)を受賞されました。令和 6年度科学技
術分野の文部科学大臣表彰若手科学者賞を桑垣樹准教授と山下真由子准教授が受賞さ
れました。2024年度日本数学会賞建部賢弘賞奨励賞を服部真史氏と宮川明裕氏が受賞
されました。誠におめでとうございます。
最後に、教員の異動についてお知らせいたします。2024年 4月に、川口周教授、跡
部発准教授、濱口雄史准教授、三浦達哉准教授が数学教室に着任されました。2024年
8月に竹内博志特定助教、2024年 10月に井上瑛二助教、清水一慶助教が着任、また谷
口正樹助教が准教授に昇進されました。2025年 4月には、石本健太教授、田中公准教
授、浅野知紘助教、藤岡禎司特定助教、島田了輔白眉助教が着任されました。2025年
5月には鈴木美裕助教が准教授に昇進されました。皆様の数学教室でのさらなるご活躍
を祈念いたします。2024年 3月末をもちまして、稲場道明准教授が奈良女子大学理学
部数物科学科教授に、日下部佑太助教が九州大学大学院数理学研究院准教授に、中安
淳特定助教が東京大学大学院工学系研究科特任研究員として、2024年 7月末に大井雅
雄白眉助教が國立臺灣大學助理教授としてそれぞれ異動されました。2025年 3月末を
もちまして、山下真由子准教授がカナダ・ペリメータ理論物理学研究所准教授に、河
上龍郎助教が東京大学大学院数理科学研究科准教授に、宋珠愛特定助教が九州大学大
学院理学研究院助教に、湯淺亘特定助教が広島大学WPI-SKCM2研究所研究員にそれ
ぞれ異動されました。数学教室におけるご貢献に感謝しますとともに新天地でのご活
躍をお祈りいたします。2025年 3月には、長年に渡り数学教室に多大なご貢献を賜り
ました國府寛司教授が定年退職となられましたが、2025年 4月からも引き続き京都大
学理事・副学長としてご尽力いただいております。
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